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国際ロータリー第2720地区

「寛容な心でロータリーの未来、
 そして若者の未来を考えよう」

2024-2025年度　地区ガバナー方針

① ロータリーのことをもっと知ってもらおう
② 若者と繋がり若者のことを考えよう。
③ ロータリー財団を理解し活用しよう
④ ポリオ根絶をさせよう

地 区 重 点 課 題
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　いよいよ新しい年度が始まりました。ガバナーの仕事の中で最も重要なものの一つがガバナー公式訪問と

考えます。今年度は 7 月18日熊本第 2グループ合同公式訪問を皮切りに 10 月29日までに会長・幹事懇

談会（現とエレクトの４名）を開催いたします。各クラブの会長様には 3 月の会長エレクト研修セミナーおよ

び 4 月の地区研修・協議会の会長セッションの時にお伝えした 4 つの質問事項について準備をお願いいた

します。これを中心に懇談会を進めてまいります。

　皆様のクラブへお伺いすることを楽しみにしておりますので、その時はどうぞよろしくお願い申し上げます。　

　また、今年度の新しい試みとして「３年間の目標（3-year Rolling Goals）」というものがあります。国際

ロータリーの理事会は、活動や目標の継続性を重要な課題と位置づけ、2024-2025 年度をトライアル期間の

初年度とし、地区やクラブに対し理解と協力を要請しています。これはクラブの発展と活性化のために行うも

のです。詳しくはガバナー公式訪問の時に皆様にはお話しいたします。

　そこで地区としても地区戦略計画委員会で３年間の目標を立てました。次のページに掲載しておりますの

で、ご覧ください。これは毎年結果をみて見直していきます。　

　皆様のクラブでも是非「３年間の目標（3-year Rolling Goals）」を立てクラブの発展と活性化を行なって

ください。

Governor'sGovernor's

MessageMessage 国際ロータリー第 2720 地区
2024－2025 年度ガバナー

三 村 彰 吾

質問事項

①クラブ戦略計画について
　● クラブ内に戦略計画委員会がありますか？
　● 戦略計画がありますか？

②クラブ定款・細則について
　● クラブ定款・催促が最新ですか？

③ロータリー財団の寄付について
　● 昨年のクラブ全体の寄付額は？
　● 昨年の会員の平均の寄付額は？
　● ポール・ハリスフェローは何人ですか？
　● ポール・ハリス・ソサエティは何人ですか？

④ My Rotary の登録について
　● My Rotary の登録率は何％ですか？ 
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2026-2027
DG 延岡研一

2025-2026
DG 藤田千克由

2024-2025
DG 三村彰吾

2023-2024
DG 膳所和彦

国際ロータリー第2720地区 ヴィジョン実現ロードマップ（2024年7月～2027年6月）

地地区区ヴヴィィジジョョンン 地地域域とと親親ししみみ、、ロローータタリリーーをを繋繋ごごうう
地地区区ヴヴィィジジョョンンををロローータタリリーーのの AAccttiioonn PPllaann  でで実実行行ししよようう

地区クラブ活性化ワークショップ・RLI・3523姉妹地区

2720地区から世界で活躍
するロータリアン・ロー
ターアクターを育てよう

地域にロータリーの
種を蒔こう

幅広くロータリーを
親しんで貰おう

柔軟なロータリアン、ロー
ターアクターを育てよう

参加者の積極的な
関りを促す

より大きなインパクト
をもたらす

参加者の基盤を広げる

適応力を高める

 財団の寄付目標を達成
 各クラブのポリオデーイ
ベントをサポート

 奉仕活動の効果の数値測
定能力を高める

 年次基金寄付額/人
 ポリオプラス寄付額/人
 PHS会員数
 恒久基金
 GG件数
 RACのDG件数
 青少年交換人数

 ＄126.27
 ＄22.41
 23人
 $13,169.95
 2件
 0件
 3人

 ＄150
 ＄30
 53人
 ＄15,000
 3件
 2件
 4人

 ＄150
 ＄30
 83人
 ＄17,000
 4件
 3件
 4人

 ＄150
 ＄30
 113人
 ＄20,000
 4件
 3件
 4人

 他団体とのパートナー
シップを拡げる

 多様性のある衛星クラブ
の設立推進

 地域社会への公共イメー
ジアップに努める

 RRCC数と会員数
 RRAACC数と会員数
 IIAACC数と会員数
 衛星クラブ数
 WWEEBB例会クラブ数
 GGGGメディア掲載
 RRYYLLAA参加人数

 RRCCCC数

 74C/2298人
 12C/103人
 30C/435人
 2クラブ
 1クラブ
 0回
 13人

 ２

 74C/2450
 15C/130人
 31C/445人
 3クラブ
 2クラブ
 3回
 25人

 ３

 75C/2500人
 16C/150人
 32/464人
 4クラブ
 3クラブ
 4回
 30人
 全国RYLA
 4

 76C/2600人
 17C/160人
 34C/485人
 5クラブ
 4クラブ
 4回
 30人

 5

 地区のガバナンスと構造、手
続きを効率化

 多様化したクラブ運営、例会
をサポートする

 戦略計画策定クラブ数
 優秀クラブ賞受賞クラブ
 HHPP他SSNNSS活用
 クラブ細則作成サポート

 35クラブ
 2クラブ

 40クラブ
 10クラブ

 規定審議会出席

 60クラブ
 30クラブ

 規定審議会報告会

 76クラブ
 50クラブ

 多くの会員が参加し、共
感できる研修、研究会、
イベントを企画

 MMyy  RRoottaarryy登録を進め、
ラーニングセンターでの
学習の機会を広報

 会員維持率向上

 地区大会登録数
 地区研修協議会登録数
 RRLLII終了証授与人数
 MMyy  RRoottaarryy登録率
 活性化WWSS参加クラブ//人

 951人
 764人
 57人
 46.18％
 56C/169人

 1100人
 756人
 80人
 60%
 57C/200人

 1200人
 840人
 95人
 75％
 57C/250人

 1200人
 860人
 110人
 80％
 60C/300人

3523地区・TSMC熊本進出にともなう新クラブ創設の可能性検討

行動目標 年次目標項目AAccttiioonn PPllaann

地区やクラブへのスムーズな情報提供のために Japan(RI zone 1a,2,3) のポータルサイトがあります。

重要事項をわかりやすく掲載してありますので、MyRotary に加え、是非こちらもご活用ください。

Japan Portal site をご覧ください

スマホから
はコチラ
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　2024 年 7 月7日神戸で国際ロータリー第３地域のロータリー行動計画推進セミナーが行われました。
　第 2720 地区からの参加者は、第 3 地域の役員としまして、硯川昭一 APC（行動計画推進リーダー）、
大森克磨 ARC（ロータリーコーディネーター補佐）、堀川貴史 ARRFC（ロータリー財団地域コーディネーター
補佐）、そして藤田千克由ガバナーエレクト、延岡研一ガバナーノミニー、佐土原護会員増強拡大部門長、
波佐間英樹公共イメージ向上部門長、林明ロータリー財団部門長、宮田真二 RA 地区代表と私でした。
受付をなさっていた方が大森パストガバナーと堀川パストガバナーでしたので、さながら地区の研修会といっ
た雰囲気で大変リラックスして参加することができました。
　まず最初に水野功 RI 理事が RI の方向性〜 2024-25 年度の取り組み事情〜ということで以下のことを話
されました。

〈ステファニー・アーチック会長イニシアチブ〉
1. 最優先課題は会員増強を図る行動計画を推進すること
　・3-Year Rolling Goals （3 年間の目標）

2. ロータリーのマジック〜クラブでの体験を魅力的なものとする
　・ロータリーの行動計画、ロータリーの強さを維持するため

3. 積極的な平和を通じて分断された世界を癒すこと
　・４つのテストの重要性
　・ピースポール（平和の塔）プロジェクトの推進

4. 継続性と変化のバランス
　・�前任者や後任者と協力すること
　・クラブが取り組んできたことやクラブに根付いていることに目を向けること

〈2024-25 年度テーマ講演〉
①ポリオ根絶が最優先事項であり、認識向上と資金調達が重要
②ロータリーの行動計画の推進者となってほしい
③過去 50 年のやり方を見直す時が来ている
④クラブの衰退、会員の減少→地域社会のニーズにあった新クラブ結成
⑤ DEIと帰属意識へのコミットメントを広げる
⑥平和構築は最優先事項。2025 年にイスタンブールでロータリー平和会議を開催
⑦平和構築の手段に「四つのテスト」があり、唱和だけでなく真の実践が必要
⑧メンタルヘルスが重要で、自分自身の中にも平和を見出すこと

2024‐2025 年度 国際ロータリー第 3 地域

ロータリー行動計画推進セミナー
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〈具体的な目標として提案された事項〉
1. 2024-2025 年度中に各地区で純増 100 名を目指してください
2. 各地区で 4 から5クラブの新規クラブを立ち上げてください

〈アクションプランチャンピオン（行動計画推進リーダー）について〉
会長イニシアチブの一つ「クラブにおける行動計画の推進」において
新たに各ゾーンに「アクションプランチャンピオン（行動計画推進リーダー）を設け、
地区やクラブへのアクションプランの浸透を推し進めようとしています。　

〈3 年間の目標と計画〉〜 3-Year Rolling Goals ／ Plan
３年間のグローバルトライアルを設定し、そのプログラムを実施する。
1. 2024 年 7 月1 日から、ゾーン、地区、およびクラブに対する３年間の目標と
　ローリングターゲット（年度ごとに見直す）プランを実施します。
2.クラブセントラルをマルチイヤーターゲットダッシュボードとして刷新し、組織的に目標を整えます。
3. 上記をサポートするためのリソースと学習プログラムを開発します。
4. プログラムの評価を2027 年から2028 年にかけて行います。

ジョン・ヒューコ氏
国際ロータリー事務総長兼最高経営責任者

〈2024 年 1 月8日〉
・過去 5 年間で 20% の地区が新クラブ設立していない
・新会員のうち 10% 以上が入会 1 年以内で退会している
・ここ数年、年間 15 万人が入会しているが、同数が退会している
・中核的価値は変えずにそれ以外は、従来の慣習を止め、より良いものに変えることも必要である　
　・親睦 (Fellowship)
　・高潔性 (Integrity)
　・多様性 (Diversity)
　・奉仕 (Service)
　・リーダーシップ (Leadership) 
　新クラブの設立や会員体験の向上が重要であると強調！
　ロータリーの成長には革新が不可欠であり、新しい方法を模索することを求めている。

　そして三木明 TRF 管理委員が「TRF の現状」など地域の役員の方々がお話をされましたが、特に硯
川昭一 APC の「3 年間の目標設定について」では熊本江南ロータリークラブにおいての３年間の目標設定
を行なった経緯を弁士のごとく話され大変感動いたしました。その後、九州４地区は３つのグループに分か
れディスカッションを行いました。
　セッションテーマは「会員増強と新クラブ設立」、「ロータリーの公共イメージ」、「奉仕のインパクト」の３
つでして、堀尾兼好 ARPIC（鹿児島西 RC）、大森克磨 ARC、堀川貴史 ARRFC がファシリテーターと
なりディスカッションが展開されました。 
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　去る2024 年 7 月13日（土）『膳所
直前ガバナー慰労会＆三村年度キックオ
フ会』がホテル日航熊本で開催されまし
た。
　まずは三村ガバナーのご挨拶から始ま
り、膳所直前ガバナーとパートナーへ記
念品と花束の贈呈が行われました。記
念品はギタリストでもある膳所直前ガバ
ナーにはギブソンのギターストラップ､パー
トナーにはスカーフをプレゼントされまし
た。そして瀧パストガバナー、小山パス
トガバナー、永田パストガバナーから順
に温かなねぎらいの言葉があり、膳所

直前ガバナーのご挨拶となりました。
　次に、永田パストガバナーが第 3 地域のロータリー財団地域コーディネーターを卒業されたということで、
三村ガバナーから感謝の花束贈呈がありました。続いて、堀川パストガバナーの「HＧＥＮＤＭ卒業式（歴
代ガバナー会議からの卒業式）」が始まり、感謝状と花束が贈呈されました。
　その後、木下パストガバナーの乾杯のご挨拶でなごやかに祝宴が始まりました。そして三村年度スタート
の決意表明として、ガバナー補佐、部門長、そしてラーニング委員会、地区副幹事団もステージに上がり、
それぞれの決意表明が続きました。そして「三村年度を盛り上げていこう！」と一致団結したところで、大森
パストガバナーが中締めのご挨拶をされ盛会に終わりました。

　今回のキックオフ会は、温かなメッセージとロータリーの友
情に満ち溢れた会となりました。梅雨のさなか、ご参加いた
だきました皆様に心より感謝申し上げます。

膳所直前ガバナー慰労会＆三村年度キックオフ会
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　三村ガバナーの公式訪問が 7 月より始まりました。スタートは 7 月18日( 木 ) に、三村ガバナー所属の熊
本第二グループによる7クラブ合同公式訪問が行われました。そして 7 月23日（火）には竹田 RC・豊後
大野 RC の 2クラブ合同公式訪問が行われました。
　これから皆様のクラブにも三村ガバナーが訪問しますので、どうぞよろしくお願いいたします。

国際ロータリー第 2720 地区　2024‐2025 年度

ガバナー公式訪問

阿蘇 RC　7 月 18 日（木）

肥後大津 RC　7 月 18 日（木）
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菊池 RC　7 月 18 日（木）

肥後小国 RC　7 月 18 日（木）

熊本菊南 RC　7 月 18 日（木）
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熊本 '05 福祉 RC　7 月 18 日（木）

熊本りんどうRC　7 月 18 日（木）

竹田 RC・豊後大野 RC　7 月 23 日（火）
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入退会者のお知らせ
2024.7.22 現在

クラブ名 名　　前 職業分類

日 田 石 井　 聡 大 医療介護

玖 珠 麻 生　 益 直 酒類製造販売

大 分 東 寺 﨑　 文 美 飲食業

大 分 東 渡 辺　 祐 司 普通銀行

大 分 東 綿 貫　 靖 秀 電話事業

大 分 東 高 寄　 和 弘 バス事業

大 分 南 平 川　 奉 也 障害福祉事業

大 分 南 松 下　 和 宏 印刷業

大 分 中 央 橋 本 　 仁 放送

大 分 中 央 大 塚　 雅 基 建築請負業

2720JapanO.K.REC 森 　 優 子 キャリアコンサルタント

2720JapanO.K.REC 村 上　 史 晃 生損保代理業
2720JapanO.K.REC 田 中 　 努 福祉サービス

臼 杵 木 村 　 純 孝 室内装飾

臼 杵 重 村 　 七 海 ワインバー経営

臼 杵 飯 田 　 雄 二 商業銀行

津 久 見 中 川 　 雅 央 鉱業

熊 本 吉 岡 　 圭 一 都市銀行

熊 本 西 南 浦 口 　 知 治 総合建設業

熊 本 西 岩 下 　 大 輔 損害保険

八 代 上 原 　 光 徳 電気供給

八 代 北 入 橋 　 宏 建築塗装

八 代 北 中 村 　 誠 士 設備工事

八 代 北 松 田 　 匡 史 建設業

八 代 東 村 中　 洋 一 郎 アパート建設

天 草 中 央 田 中 　 芳 典 弁護士

天 草 中 央 山 西 　 聡 航空事業

クラブ名 名　　前 職業分類

中 津 中 央 島 田　 眞 一 電子部品製造

中 津 平 成 鎧 坂 　 浩 不動産管理業

中 津 平 成 長 野　 修 士 ビル管理

豊 後 高 田 高 田 　 亨 銀行

宇 佐 八 幡 笛 田　 孝 行 コンピューターソフト

日 出 山 田　 滋 彦 名誉会員

別 府 永 松　 秀 基 地方銀行

別 府 北 渡 邉　 庸 子 社会保険労務士

別 府 北 岩 瀬　 裕 子 飲食業

大 分 東 池 田 　 雄 普通銀行
大 分 東 原 野 　 尚 電話事業

2720JapanO.K.REC 小 野 田　 健 太 理美容用品販売

2720JapanO.K.REC 井 上 　 陽 生 電気通信工業

臼 杵 中 野 　 哲 朗 商業銀行

津 久 見 廣 戸 　 和 彦 菓子製造販売

津 久 見 東 　 晋 吾 鉱業

荒 尾 谷 口 　 祐 介 飲食業

荒 尾 内 野 　 博 敏 損害保険

荒 尾 髙 岡 　 瑞 樹 ソフトウェア開発

荒 尾 藤 本 　 浩 二 コンビニエンスストア

荒 尾 芹 川 　 英 文 教育関係

熊 本 朝 倉 　 順 治 電気通信事業

熊 本 福 元 　 秀 典 電気通信工事

熊 本 出 田　 敬 太 郎 建築材料販売

熊 本 原 田 　 康 之 移動体通信

熊 本 東 南 小 竹 　 誠 飲食業

熊 本 東 南 村 瀬 　 直 久 総合保険

熊 本 城 東 鍋 島 　 一 起 金融・保険業

熊本水前寺公園 吉 﨑 　 健 児 塗装業

熊 本 江 南 倉 松 　 出 世 生命保険

熊 本 江 南 前 田 　 進 建物解体

熊 本 西 中 野 　 和 浩 通信機販売

熊 本 中 央 上 原 　 大 助 不動産取引

熊 本 中 央 馬 場 　 淑 之 電気設備

熊 本 西 稜 荒 川 　 和 博 保険代理店

八 代 南 川 﨑　 祐 一 朗 福祉用具レンタル・販売

八 代 南 宮 田 　 康 治 塗料店

八 代 南 中 川 　 逸 男 外科医

宇 土 金 光 　 和 浩 金融

八 代 東 安 東 　 精 二 機械器具設置業

天 草 大 野 　 猛 生命保険

牛 深 田 代 　 壽 興 神道

天 草 中 央 山 田 　 康 人 自動車部品販売

天 草 中 央 永 岡 　 真 航空事業

天 草 中 央 尾 崎 　 國 幸 タイヤ販売

クラブ名 名　　前 職業分類

日 田 原 　 正 隆 外科医

日 田 功 能　 重 雄 整形外科

日 田 永 田　 耕 一 服飾小売

日 田 中 島　 幸 生 建設機械リース販売

日 田 田 嶋 　 篤 プレス・板金加工

日 田 髙 嶋　 秀 武 建築業

日 田 梅 野　 親 典 液体圧縮ガス配布

入会者　　 新 会 員 の ご 紹 介 を し ま す

退会者

※宇城ロータリークラブが国際ロータリーを脱会しました。
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21 日（水） 熊本東南 RC・熊本平成 RC・熊本水前寺公園 RC　公式訪問

23 日（金） 熊本西南 RC・熊本西・熊本中央 RC　公式訪問

24 日（土） ファシリテーター研修会 / RAC 7 地区交流会

24-25 日（土 - 日） 青少年交換事業　宿泊型・導入オリエンテーション

27 日（火） 天草 RC・天草中央 RC・西天草 RC　公式訪問

28 日（水）
大分キャピタル・OliOli 衛星クラブ　公式訪問
大分第四グループ　合同懇親会

29 日（木） 大分東 RC・大分南 RC　公式訪問

米山功労者

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

ポール・ハリス・フェロー

メジャードナー

中津中央 RC
恒藤 雅彦 会員

（1 回目）

宇土 RC
作守 順子 会員

（２回目）

日出 RC
佐藤 英隆 会員

（1 回目）

熊本中央 RC
三藤 省三 会員

（1 回目）

日出 RC
鈴木 貫史 会員

（レベル 1）

寄附金のご協力
感謝いたします

2024 August

今 月
の 予 定

8
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RI2720地区事務所
〒860-0807 熊本市中央区下通2-7-7 R-terrace4F
TEL.096-312-2720　Fax.096-355-2720
E-mail : ri2720gof@eos.ocn.ne.jp

グ
ル
ー
プ

クラブ名

会 員 数

年初 
（7/1）

当月末
本年度
入会者

本年度
退会者

本年度
増減

熊
本
第
一

山 鹿 11 12 1 0 1

玉 名 53 48 2 7 -5

荒 尾 42 34 2 10 -8

玉 名 中 央 12 8 0 4 -4

（ 4 R C ) 118 102 5 21 -16

熊
本
第
二

阿 蘇 32 32 3 3 0

肥 後 大 津 32 26 2 8 -6

菊 池 19 17 1 3 -2

肥 後 小 国 14 13 3 4 -1

熊 本 菊 南 19 16 2 5 -3

熊 本 ' 0 5 福 祉 9 9 0 0 0

熊 本 り ん ど う 19 17 1 3 -2

（ 7 R C ) 144 130 12 26 -14

熊
本
第
三

熊 本 79 87 18 10 8

熊 本 東 39 41 4 2 2

熊 本 北 5 5 0 0 0

熊 本 東 南 45 41 1 5 -4

熊 本 城 東 31 30 0 1 -1

熊 本 グ リ ー ン 22 21 0 1 -1

熊 本 平 成 22 23 2 1 1

熊 本 水 前 寺 公 園 11 9 0 2 -2

（ 8 R C ) 254 257 25 22 3

熊
本
第
四

熊 本 南 62 64 10 8 2

熊 本 江 南 51 53 7 5 2

熊 本 西 南 24 24 2 2 0

熊 本 西 6 6 1 1 0

熊 本 中 央 28 25 1 4 -3

熊 本 西 稜 23 21 1 3 -2

（ 6 R C ) 194 193 22 23 -1

熊
本
第
五

八 代 75 76 4 3 1

八 代 北 21 21 2 2 0

八 代 南 51 44 6 13 -7

宇 土 14 14 1 1 0

八 代 東 42 42 4 4 0

宇 城 7 0 0 7 -7

（ 6 R C ) 210 197 17 30 -13

熊
本
第
六

人 吉 45 48 5 2 3

水 俣 22 23 2 1 1

多 良 木 20 20 4 4 0

芦 北 23 22 0 1 -1

人 吉 中 央 34 34 4 4 0

（ 5 R C ) 144 147 15 12 3

熊
本
第
七

天 草 46 48 6 4 2

牛 深 20 19 0 1 -1

西 天 草 21 21 0 0 0

天 草 中 央 45 39 2 8 -6

天 草 パ ー ル ラ イ ン 15 15 0 0 0

（ 5 R C ) 147 142 8 13 -5

熊 本 4 1 R C 計 1,211 1,168 104 147 -43

グ
ル
ー
プ

クラブ名

会 員 数

年初 
（7/1）

当月末
本年度
入会者

本年度
退会者

本年度
増減

大
分
第
一

中 津 46 46 5 5 0

日 田 53 53 7 7 0

中 津 中 央 18 17 0 1 -1

日 田 中 央 40 42 2 0 2

玖 珠 16 16 0 0 0

中 津 平 成 22 25 5 2 3

（ 6 R C ) 195 199 19 15 4

大
分
第
二

豊 後 高 田 40 39 1 2 -1

宇 佐 27 26 1 2 -1

杵 築 24 13 0 11 -11

　杵築 one heart 衛星 7 7 0 0 0

く に さ き 17 19 2 0 2

宇 佐 八 幡 29 26 2 5 -3

宇 佐 2 0 0 1 25 23 1 3 -2

（ 6 R C ＋ 1 R S C ) 169 153 7 23 -16

大
分
第
三

別 府 38 39 6 5 1

別 府 北 35 34 3 4 -1

別 府 東 42 42 3 3 0

日 出 15 15 2 2 0

別 府 中 央 19 18 3 4 -1

湯 布 院 12 12 0 0 0

（ 6 R C ) 161 160 17 18 -1

大
分
第
四

大 分 47 49 11 9 2

大 分 東 29 31 11 9 2

大 分 臨 海 47 52 6 1 5

大 分 南 32 37 10 5 5

大 分 中 央 82 86 10 6 4

大 分 1 9 8 5 29 27 1 3 -2

大 分 城 西 32 28 0 4 -4

大 分 キ ャ ピ タ ル 56 56 6 6 0

　大分キャピタルOli Oli衛星 16 23 8 1 7

2720  J .O.K  REC 48 51 10 7 3

( 9 R C ＋ 1 R S C ) 418 440 73 51 22

大
分
第
五

竹 田 16 18 4 2 2

佐 伯 28 30 4 2 2

臼 杵 29 31 3 1 2

津 久 見 39 34 1 6 -5

豊 後 大 野 12 12 0 0 0

佐 伯 M A R I N E 29 30 5 4 1

（ 6 R C ) 153 155 17 15 2

大分 33RC ＋ 2RSC 計 1,096 1,107 133 122 11

7 4 R C ＋ 2 R S C 計 2,307 2,275 237 269 -32

2024-2025 年度 国際ロータリー第 2720 地区

2024 年 6 月　会員数報告


